
＜平成２３年１２月  第４回定例会 一般質問より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

４点目、防災行政無線の難聴地域対策についてお伺いいたします。 

この件については、９月議会でも取り上げさせていただきましたが、その後も

多くの市民の方から、防災無線放送が流れていることはわかっても、内容が聞

き取りにくいとのお声を行く先々でいただいております。 

 

◎市長（清水庄平君） 

次に、防災無線についてのお尋ねであります。 

同報系無線である固定系防災行政無線につきましては、デジタル方式への更新

と老朽化した子局の更新を図るため、今年度に実施設計、24年度から 26 年度の

３カ年で無線機器の整備を図ってまいります。 

デジタル方式への整備を行う際は、難聴地域を中心として子局の増設を図り、

難聴地域の解消を図ってまいります。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

続きまして、防災無線の難聴地域対策についてでございます。 

防災無線の難聴地域対策につきましては、さきの議会での御答弁と同じで、子

局の増設で解消を目指すとのことでございましたが、この聞こえづらいと言わ

れているスピーカーを幾らふやしたとしても、すべての難聴地域の解消はでき

ないのではないかと考えます。 

ここはほかの方法、これもさきの議会で御紹介いたしました 24時間対応の音声

自動オートシステムの導入などといったようなほかの対策といったものは考え

られないのでしょうか。お伺いいたします。 

 



◎市民生活部長（筒井雄三君） 

12月１日のＪ・アラートの試験放送でもやはり同じような苦情を賜っておりま

す。 

私どもとしては、24年度から、今逐次デジタル化を進めている中で子局をとい

うことで御答弁申し上げてまいりましたが、議員御指摘のとおり、防災無線の

内容が聞き取れなかった際の対応といたしましては、市民が電話で防災無線の

放送内容を確認することができます電話応答システムの導入を現在検討してお

ります。 

また、本年３月の計画停電の際に実施いたしましたが、市のホームページでも

放送内容を即時に掲載するように努めてまいります。 

いずれにいたしましても、新たなツールで有効的なこともございますので、前

向きに検討させていただきます。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

音声自動応答システムの導入を前向きに御答弁いただきましたが、導入された

場合、日野市のように例えば電話番号の記載をされたシールステッカーを配付

して周知されるといったようにお考えはございますでしょうか。 

 

◎市民生活部長（筒井雄三君） 

電話番号シールの件でございますが、電話応答システムを導入した際には、電

話番号等が即時に周知でき、防災無線の内容を聞きたいときに速やかに電話番

号がわかるように、議員御指摘の方法も含めて、より効果的な手段を考えてま

いりたいと思っております。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

それでは、最後にこの件、市長にお伺いいたします。 



初期費用も 20万円ほどで、確認したい人がいつでも聞き直すことができる、ま

た今まで問い合わせに対応していた職員の方が本来の業務を進めることができ

る、費用対効果の大変大きいこのシステムは一日も早く導入すべきと考えます

が、市長の御見解を改めてお伺いいたします。 

 

◎副市長（越川康行君） 

災害時の情報伝達についての御質問ですけれども、先ほどから答弁しておりま

すように、とりあえず小中学校ですとか保育園等、お子様をお預かりしている

施設から保護者の方にどのような情報をどう出せるのか、これについては早急

に新しい体制を構築する検討を進めているところです。 

そういう検討もございますので、その中でまた今回御提案がありました電話応

答システム、どうしていったらいいのか、それについても具体的な検討を進め

ていきたい、そのように考えております。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

一日も早い導入を強く強く要望させていただきます。 


